
➢ あらゆる政策の中心に子どもを置く

➢ 子ども・若者の声を反映する

➢ 社会全体で子ども・若者の育ちや学び、

暮らしを支える環境をつくる

➢ 民間との協働をすすめる

➢ 市町とともに

令和５年度における主な子ども関連施策について

子どもまんなか ５つの方向性

1

誰ひとり取り残さない視点
子どもを産み育てることに
喜びを感じる滋賀に

多様な主体との
分野横断的な連携

◆子どものために、子どもとともにつくる県政を目指す

子どもが生まれる前からの
切れ目ない支援

困難な環境にある
子ども・若者の支援

子ども・若者の
生きる力を育む

取組

子どもも大人も
「すまいる・あくしょん」

(仮称)子ども基本条例の

制定

子ども・若者基金

３９事業に

１５２百万円を活用
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2

子どもが生まれる前からの切れ目のない支援

「出会い」から支援を行い、子どもを安心して生み育て、子どもの健やかな育ちを支える社会をつくる

妊娠前

結婚 妊娠期 誕生 乳幼児期 学齢期

健康医療福祉部
健康寿命推進課
子ども・青少年局

教育委員会事務局
幼小中教育課

子育てを応援する地域づくり

• リトルベビー等家族支援事業
• 子ども食堂への支援
• 協働で進める子ども・若者まんなか

活動助成事業（居場所づくり）
• すまいる・あくしょん普及啓発

ＮＰＯによる居場所づくり

出会い創出、妊娠・出産の相談支援

• しが出会いサポート地域連
携推進事業

• 不妊専門相談センター
• 若年妊婦等への支援

子育て家庭への支援

• 情報発信（ハグナビしが）
• 滋賀で誕生ありがとう事業
• 保育の人材確保と環境改善
• 保育所等における事故防止対策
• 子育て支援の充実（保育所・認定こど

も園、地域子育て支援拠点、放課後児童

クラブ等）
• 子育て・女性健康支援センター

幼保小接続・学びの支援

• 子ども一人ひとりの学びの
最適化

• 幼保小の架け橋プログラム
事業

結婚支援センター「しが結」

母子保健と子育て支援の一体的推進

• 出産・子育て応援交付金と伴走型相談支援の着実な
実施に向けた支援

• こども家庭センターの設置促進

こども家庭センター

子育て世代
包括支援センター

子ども家庭
総合支援拠点

一体化



困難な環境にある子ども・若者の支援
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困難な課題を抱える子ども・若者たちを社会全体でケアし、フォローしていく環境をつくる

健康医療福祉部
健康寿命推進課
障害福祉課
子ども・青少年局

教育委員会事務局
幼小中教育課
特別支援教育課
生涯学習課

「困難さ」を抱える子どもたち

児童虐待

ヤングケアラー

ケアリーバー

施設などで暮らす
子どもたち

医療的ケア児

障害児(者)

不登校児童生徒

外国人児童生徒

困難を抱える
家庭環境• 新たな子ども家庭相談セン

ター（児童相談所）の整備

• 県内２か所の活動拠点（守山・
彦根）でケアリーバー支援

• 社会的養護のもとで暮らす子どもたちの
学ぶ力サポート

• 重症心身障害児者・医療的ケア児支援セン
ター運営

• 医療的ケア児保育支援者育成事業
• 医療的ケアが必要な児童生徒の通学支援

• 安全・安心の障害児（者）
歯科医療の充実

• 外国人児童生徒
の学びの支援

• スクール・カウンセラー、
スクールソーシャルワー
カーによる対応強化

• 「届ける家庭教育支援」地域
活性化事業

支える

支える

支える

支える

支える

支える

支える

支える

支える

• 学校、市町、民間団体等と連携した
ヤングケアラー支援



子ども・若者の生きる力を育む

子ども・若者が健やかに育ち、社会の一員として活躍できる社会をつくる

子ども・若者基金を
活用し、多様な学び

の場をつくる

若者の活躍の促進
• 交流の場を作る

• 活動の幅を広げる

子ども・若者の声を
政策に生かす

• 幅広く声を聞く機会を設ける

• 当事者の声に寄り添う

ビワイチ 農業遺産 観光 文化財 図書館環境学習 ジェンダー

等

• デジタル版広報誌
• 次世代県政モニター
• 高校新聞部による県政広報
• 子ども向けポータルサイト

• 子どもから知事への手紙
• 子ども・若者が参画（子ど

も若者審議会など）

• しが若者ミーティングの開催
• ネットワーク事業等
• 協働で進める子ども・若者まんなか活動助成事業

子
ど
も
・
若
者
の
生
き
る
力

子ども県議会

しが若者ミーティング

知事公室
広報課

健康医療福祉部
子ども・青少年局 4
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子どものこころとからだの健康づくり

教育委員会事務局
人権教育課
生涯学習課
保健体育課

生きぬく力の礎育み事業

人と人とが豊かにつながる
学校づくり共創事業

豊かな心を育み、健やかな体を育成する

楽しく運動推進事業

新

新

新 新

学校保健の機能強化

・子どもたちの健康課題に対して専門職が連携して支援
・教職員の資質向上

・困難な状況にある子どもを中心として
自尊感情を育む

・互いの多様性を認め合い、主体性を
もって自己実現を目指す子どもを育成

〇子どもの体力向上推進事業

・子どもが運動やスポーツに興味をもって
進んで取り組めるよう、幼小中高の各校園
種において実践授業を研究

・リズムトレーニング等、外部講師による
研修会

・楽しみながら体力・運動能力の向上を図る
とともに、運動の習慣化につなげる

・幼児期からの取組として推進

〇人権教育指導力育成事業

〇人権教育研究推進事業

〇家庭教育力の向上

〇子ども読書活動推進事業

豊
か
な
心
を
育
む

健
や
か
な
体
を
育
成
す
る

安心して力を発揮できる
環境をつくる

子どもたちの
健やかな心身の育成

「生きる力」を育む



滋賀ならではの
「こどもとしょかん」の目指す姿

および基本方針決定
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はじまるよ みんなで 「こども としょかん」
すべての子どもに、本が届く滋賀を目指して

生きる力を育む「こども としょかん」事業

ネットワークを活かした「こども としょかん」の検討

みんなでつくる
滋賀県まるごと「こども としょかん」

・県・市町、官民が一体となって子どもの読書環境の充実を目指す
・県立図書館は全県ネットワークにおけるセンター機能（資料や
情報の収集・発信、相談、研究等）を担う

▶ 市町の図書館と協働して、子どもの身近に本を届ける

アウトリーチ型プログラムの試行

▶ 「こども×としょかん」キックオフフォーラムの開催

▶ こども読書コーディネーターの配置

どこでも「こどもとしょかん」

すべての子どもが身近な環境（学校図
書館等）で本に親しめるようにする

教育委員会事務局
生涯学習課
図書館

「支える人」を支える「こども としょかん」

学校・園・ボランティアなど、子どもの読書
活動を支援する人を支える

子育て世代にやさしい「こども としょかん」

子育て世代にとって魅力ある図書館づくりを
目指す

基本方針決定のためのコンセプト案

▶ 市町、関係機関、関係団体、有識者からの意見聴取

▶ 先進図書館の視察等による情報収集

▶ 子どもを取り巻く読書環境の実態調査

知りたいことが
分かるって
楽しい！

このお話を読むと
元気が出てくる



滋賀県子ども政策推進本部について

○子どものために、子どもとともにつくる県政の実現に向け、子どもに関する施策を強力に推進するため、
滋賀県子ども政策推進本部を設置（R5.4.28）

本 部 長：知事
副本部長 ：副知事
本部員/幹事：県政経営会議、同幹事会議の構成員

のうち、子ども施策に関係する部局

✓ 子ども施策の企画・立案、部局をまたいだ施策
の調整

✓ 部局間での情報・方針共有、個別事案の調整
✓ 関係機関（国、市町等）との連携
✓ 子ども施策に係る財源のあり方検討 等

所掌事務

第１回本部員会議（4/28）
・国･県の子ども施策の説明
・国への要望検討

第２回本部員会議（5/22）
・国への要望について
・子ども連れや妊婦の方などが気兼ねなく外出
できるための取組の検討

これまでの議論

７月

当面のスケジュール（予定）

事務局：企画調整課、子ども・青少年局、
教育総務課の３所属合同事務局

第３回本部員会議
・施策構築に向けた方針
・子ども施策の整理
・子ども連れや妊婦の方などが気兼ねなく外出できる
ための取組の取りまとめ

〈今後の主な検討事項〉

・子ども･子育てにやさしい社会づくり

・子どもを持つことに対するポジティブな

雰囲気の醸成

・県内どこでも守られる子どもの権利と健康

・国､市町､団体､企業等との連携

・財源のあり方、子ども･若者基金の活用

・国への要望 等

〈県の子ども施策の課題〉

・子どもの意見を聞く取組、施策への反映

・県内一律の子ども施策(医療費助成、不登校

対策など)

・安定財源の確保 等
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